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「探索マップ」とは
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⾦属積層造形をものづくりに実装し、
新たな価値を⽣み出すまでの旅路

群⾺県⽴産業技術センター



GAMで最初に取り組むテーマ
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1. コンフォーマル冷却⾦型
への⾦属積層造形の適⽤

2. 少量⽣産品への⾦属積層
造形の適⽤

コンフォーマル冷却⾦型とは、形状に合わ
せて配置された内部冷却路によって均等な
冷却性能を有します。品質向上、⽣産性向
上、さらにはエネルギー消費量削減につな
がります。

ロングテイル補給部品、廃番となったヘリ
テージパーツなど



期待す
る成果

持続可
能な⾦
型成型
事業

サイク
ルタイ
ム削減

AM・後
工程・
検査技
術選定

泘氳

㲔榫⴫

鐐갭׾םכ疗㍱و٭ؤت٬

評価基
準と必
要デー
タ定義

鐐갭

⾃動⾞
部品成
型

費⽤算
定条件

歩留ま
り率低
減

高熱伝
導材の
採⽤

冷却性
能向上
(効率・
均一性)

⾦型寿
命延
⻑・メ
ンテナ
ンス性

新材料
⽤レシ
ピ開発

最適冷
却路デ
ザイン

⾦型⻑
寿命化
クラッ
ク発⽣
低減

熱流体
シミュ
レー
ション
開発・
適⽤
冷却路
内面粗
度・形
状品質
向上

標準⾦
型運⽤
費デー
タ取得

成型中
熱流体
解析手
法・数
値計算
結果

熱流体
解析結
果相関
向上

⾦型温
度均一
化・再
現性向
上

費⽤ブ
レイク
イーブ
ンとな
る条件
モデル

AMed
⾦型運
⽤費
データ
取得

⾦型成
型事業
コスト
削減手
法

評価⽤
データ
取得

環境負
荷スコ
ア

評価モ
デル条
件
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条件モ
デル
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環境負
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持続可
能な⾦
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⾦型成
型事業
コスト
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能な⾦
型成型
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型品寸
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向上期
待値

離型性
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⾦型成
型品寸
法精度
向上期
待値

最適冷
却路デ
ザイン
候補
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探索マップ: コンフォーマル冷却⾦型への実⽤化
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データ
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準と必
要デー
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デル条
件

既存工
法との
比較

少量⽣
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探索マップ:少量⽣産品への実⽤化


